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1月15日まで飲酒運転追放市民運動を展開中

年
末
年
始
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い

飲
酒
運
転
追
放
市
民
運
動
が
、
来
年
一
月
十
五
日
ま
で
展
開
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

京
都
府
警
察
本
部
も
十
月
二
十
五
日
に
交
通
死
亡
事
故
非
常
事
態
を
富
冨
し
、
う
年

末
に
か
け
て
交
通
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
宇
治
警
察
署
管
内
で
の
十

一
月
二
十
五
日
ま
で
の
交
通
事
故
発
生
件
数
は
千
二
百
二
十
七
件
で
、
そ
の
内
十

七
人
が
死
亡
。
事
故
原
因
も
無
免
許
、
飲
酒
、
速
度
の
出
し
過
ぎ
な
ど
、
悪
質
な

も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。
年
末
の
慌
た
だ
し
い
こ
の
時
期
、
気
持
ち
を
一
層
引
き

締
め
て
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
安
全
運
転
に
心
掛
け
ま
し
よ
う
。

今
年
十
一
月
二
十
五
日
ま
で
の

宇
治
署
管
内
で
の
交
通
事
故
発
生

状
況
は
、
発
生
件
数
と
負
傷
者
数

は
減
少
し
な
が
ら
、
死
者
数
は
大

幅
に
増
加
。
こ
の
傾
向
は
、
府
下

全
域
に
共
通
し
て
い
毒
ｙ
。

最
近
の
死
亡
事
故
の
特
徴
は
、

無
免
許
、
飲
酒
、
著
し
い
速
度
違

反
な
ど
、
悪
質
無
謀
運
転
に
起
因

す
る
も
の
が
多
い
こ
と
で
哭
ま

た
、
速
度
の
出
Ｌ
逼
ぎ
に
よ
る
カ

ー
プ
ｐ
の
路
外
淡
鴛
物
件
衝
突

な
ど
の
自
損
事
故
、
更
に
若
者
の

自
動
二
輪
で
の
事
故
、
老
人
の
横

断
中
の
被
害
も
多
発
。
そ
し
て
重

要
な
こ
と
は
、
死
亡
事
故
の
多
く

が
京
都
市
と
南
山
城
地
域
Ｖ
発
生

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
依
末
の
慌

た
だ
し
さ
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と

っ
て
、
失
っ
て
は
な
ら
な
い
心
の

届
と
夕
を
奪
い
、
つ
い
ス
ピ

ー
ド
を
出
し
過
″
巡
り
す
る
ぷ
コ

で
す
。
ま
た
、
特
に
年
末
年
始
は

忘
年
会
や
新
年
会
な
ど
で
何
か
と

飲
酒
の
機
会
が
増
え
未
了
。
こ
の

ぷ
つ
に
こ
の
時
期
は
交
通
安
全
上
、

最
狐
注
意
を
要
す
る
危
険
な
時
期

で
す
。
交
通
事
故
防
止
の
た
め
、

特
に
飲
酒
運
転
と
速
度
の
出
Ｌ
逼

ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
の
危
険
な

落
と
し
穴

ア
ル
コ
ー
ル
は
、
見
た
目
に
は

酔
っ
た
よ
う
に
邪
入
な
く
て
も
。

既
に
自
制
心
や
判
断
力
に
悪
影
響

を
与
え
て
い
未
了
。
こ
こ
に
ア
ル

マ
ー
ル
の
。
危
険
な
落
と
し
〔

が
あ
り
ま
す
。

芦
ん
な
に
酒
の
強
い
人
で
も
、

酒
と
車
の
運
転
は
両
立
し
な
い
関

交通事故発生状況（宇治署管内）

係
に
あ
る
こ
と
を
お
忘
れ
な
ぐ
。

飲
酒
運
転
の
危
険
性
を
よ
く
考
兄

て
、
妬
る
な
ら
飲
ま
な
い
Ｌ
こ

と
を
更
に
徹
底
厳
守
す
る
ぶ
コ
、

1／1～11／25までの状況昨年比ｃｒ．

交通事故発生件数1，227件－23Ｅ

大白

負傷者数1，546人－271
▲一瞬の油断で家庭の幸福を破壊する恐ろしい交通事故

（宇治讐察署提供）

道
路
交
通
法
で
は
、
笙
八
五

条
で
酒
気
帯
び
運
転
登
采
止
し
、

酒
気
帯
び
運
転
奪
恚
恐
れ
が

あ
る
人
に
酒
誓
少

す
め
て
は
な
ら
な
い

と
規
寓

酒
に
酔
っ
た
状
態

で
車
を
運
転
す
れ
ば
、

二
年
以
下
の
懲
役
か

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

1
1
1
1
1

法
律
は
飲
酒
運
転
を

厳
し
く
禁
止

宇
治
警
察
署

安
川
優
交
通
課
長

昨
年
中
、
府
下
で
発
生
し
た
飲

酒
運
転
事
故
は
三
百
六
十
七
件
で
、

死
者
二
十
人
、
負
傷
者
五
百
六
十

人
で
し
た
。
依
然
と
し
て
正
面
衝

突
や
電
柱
に
激
突
し
て
死
亡
事
故

に
つ
な
が
る
「
棺
お
け
」
型
の
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
、
乗
る
な

ら
飲
む
な
」
と
い
之
頂
励
言
い

古
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
は
後
を
断

ち
ま
せ
ん
。
飲
酒
運
転
に
は
、
法

律
も
厳
罰
で
臨
ん
で
い
毒
了
。

グ
ラ
ム
以
上
、
ま
た
は
呼
箆

Ｕ
に
つ
き
〇
・
二
五
φ
グ
ラ
ム

以
上
の
時
は
、
三
ヵ
月
以
下
の

と
こ
ろ
で
、
醇
う
″
と
い
ラ
現

象
は
、
血
液
中
の
ア
ル
コ
ー
ル
濃

度
が
高
ま
っ
て
い
る
状
能
蚕
さ
し

求
す
。
血
液
中
の
ア
ル
コ
ー
ル
濃

度
は
飲
酒
後
約
四
十
分
か
ら
一
時

間
半
で
極
大
値
に
達
し
、
ア
ル
コ

ー
ル
が
消
失
す
る
時
間
的
経
過
は

個
人
差
が
あ
り
未
ア
が
、
目
安
と

し
て
は
ウ
イ
ス
キ
ー
百
に
（
牛
乳

瓶
半
分
）
で
約
六
時
間
、
清
酒
三

百
六
十
に
（
二
合
）
で
約
八
時
間
、

ビ
ー
ル
大
瓶
玉
で
約
三
時
間
半

を
要
す
る
と
い
わ
れ
て
い
未
丁
。

「
上
戸
は
そ
の
毒
な
る
を
知
ら

ず
、
下
戸
は
そ
の
薬
な
る
を
知
ら

ず
」
と
、
酒
ほ
芦
芒
の
効
用
と
害

毒
が
共
に
誦
石
れ
て
い
る
も
の
も

少
な
い
で
し
ょ
う
。
一
人
ひ
と
り

が
飲
酒
運
転
の
追
放
に
心
が
け
、

楽
し
い
お
正
月
か
迎
え
ま
し
ょ
之

～
飲
め
ば
苦
い
酒
の
味
～

飲
酒
運
転
と
そ
の
罰

五
万
円
以
下
の
罰
金
に
。
ま
た
、

検
出
ア
ル
コ
ー
ル
量
が
血
竺

φ
リ
ッ
ト
ル
に
つ
咸
）
・
五
φ

と
は
一
般
的
に
、
日
本
酒
（
一

級
）
の
場
合
で
二
百
『
ビ
1
‐

ル
の
場
合
で
七
百
六
十
に
、
ウ

イ
ス
キ
ー
（
四
十
度
）

で
八
十
∝
を
二
十
～

三
十
分
で
飲
ん
で
、

夏
以
後
の
異
常
少
雨
の
影
響

で
、
近
畿
地
方
の
水
事
情
は
深

刻
さ
の
度
合
い
を
深
め
て
＞
Ｍ
ｉ

し
た
。十

一
月
十
五
日
に
、
府
営
山

城
水
道
が
取
水
制
限
を
開
始
し

て
以
来
、
市
で
は
こ
れ
ま
で
工

場
や
学
校
、
病
院
な
ぶ
矢
口

需
要
者
に
対
し
て
節
水
忿
依
頼

す
る
な
ど
、
各
種
節
水
Ｐ
Ｒ
に

努
力
。
硯
屏
で
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
節
水

協
力
を
得
て
水

の
需
要
は
休
日

懲
役
吏
陛
三
万
円
以
下
の
罰

金
に
処
せ
ら
元
濠
ｙ
。

前
記
の
検
出
ア
ル
コ
ー
ル
量

近
鉄
大
久
保
駅
前
再
開
発
に
向
け

策
定
委
員
会
が
発
足

市
で
は
、
近
鉄
大
久
保
駅
前
周

辺
地
区
の
市
街
地
再
開
発
の
調
査

奎
曾
尼
め
、
「
竿
治
市
大
久
保

駅
周
辺
地
区
整
借
計
圃
策
定
委
員

き
を
西
足
。
第
一
回
委
員
会
を

十
月
十
二
日
に
、
－
石
市
職
員
心
一

館
で
開
孝
ま
し
た
。

調
査
区
域
は
、
近
鉄
京
都
線
－

国
鉄
奈
良
線
、
府
導
落
淀
線
－

市
道
大
久
保
新
田
線
で
囲
奔
れ
た

約
八
・
四
む
の
地
域
で
す
。
同
委

員
会
は
ま
ず
、
‘
「
Ａ
調
き
と
し

て
来
年
の
三
月
末
ま
で
に
調
査
費

六
百
七
十
万
円
（
三
分
の
一
国
庫

負
担
）
で
土
地
・
建
物
・
商
業
活

動
な
ど
の
現
況
把
握
と
基
本
構
想

鷺
諮
で
、
公
共
施
設
の
設
計
や

資
金
計
画
、
工
程
な
ど
を
検
討
。

六
十
年
度
以
降
は
、
こ
の
調
査
結

果
か
基
に
籾
斎
庭
寧
図
り
、
地

元
住
民
と
合
意
が
得
β
れ
た
時
点

ぶ
芒
詳
細
に
調
査
鷺
行
う
「
Ｂ

三
ト
⊥
〈
十
分
後
の

状
態
を
い
い
未
了
。

少
し
ぐ
ら
い
な
ら

大
丈
夫
と
、
酒
夕
甘
ぐ
見
る
こ

と
は
厳
に
戒
め
た
い
も
の
で
す
。

調
き
に
入
る
予
定
で
す
。

近
鉄
大
久
保
駅
前
地
域
で
は
、

六
十
三
年
の
京
都
国
体
に
向
け
、

既
に
同
駅
の
高
架
化
・
府
導
石

淀
線
と
の
立
体
交
差
化
の
都
市
計

画
事
業
が
ス
タ
ー
ト
。
府
章
ｔ
ハ
久

保
停
車
場
線
や
同
駅
前
広
場
の
新

設
も
計
回
さ
れ
、
本
市
南
部
の
拠

点
と
し
て
の
整
備
が
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

同
策
定
委
員
会
は
、
京
都
府
立

大
学
教
授
の
吉
野
正
治
さ
ん
か
萎

員
長
に
、
学
識
拝
談
者
や
府
・
市

の
関
係
者
ら
十
五
人
の
委
員
と
四

人
の
幹
事
、
三
人
の
事
務
局
員
で

構
成
。
委
員
の
任
期
は
六
十
年
の

三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

（
都
市
計
画
課
）

忿
讐
、
取
水

制
限
開
始
後
の

割
り
当
て
配
水

量
（
Ｒ
是
）
五

万
一
千
ノ
の
枠

内
に
ほ
ぽ
収
ま

っ
て
い
ま
ず
。

し
か
し
、
今

後
も
歩
と
ま
っ

た
降
雨
は
期
待

が
溥
ぐ
、
割
り

当
て
配
水
量
が

減
少
す
る
場
合

に
備
え
て
、
一

層
の
節
水
へ
の

努
力
が
必
要
で

す
。
そ
こ
で
、

水
道
料
金
の
節

約
に
も
な
る
、

家
庭
で
で
き
る

節
水
法
を
お
知

ら
せ
Ｌ
笛
し
ょ
う
。

節水法あらかると

（
…
）
残
り
湯
の
活
用
を
・
・
・
ふ
ろ

の
残
ひ
湯
は
普
通
の
浴
槽
で
百

Ｕ
前
後
。
洗
濯
や
洗
車
、
庭
の
散

水
な
ど
に
再
煩
留
ず
れ
ば
。

一
ヵ
月
で
三
千
Ｕ
（
バ
ケ
ツ
三

百
杯
分
に
相
当
）
の
節
約
に
な

り
ま
す
。

（
…
）
た
め
す
す
ぎ
で
洗
濯
を
・
・
・

電
気
洗
濯
機
で
す
す
ぎ
を
行
う

時
、
た
め
す
す
ぎ
に
す
れ
ば
流

し
っ
ぱ
な
し
の
場
合
に
比
べ
て

一
回
分
で
約
六
十
Ｕ
の
節
水
に

（
…
）
歯
磨
き
は
コ
ッ
プ
で
う
が

い
を
・
：
歯
か
磨
く
時
、
コ
″
プ

ｖ
ｙ
．
ｒ
Ｎ
が
い
Ｍ
－
ｖ
れ
ば
、
三
杯
程

度
（
五
上
〈
百
ｓ
で
済
み
ま

す
が
、
水
茎
匹
し

っ
ぱ
な
し
に
す
る

と
一
分
間
至
ハ
Ｕ

（
六
千
に
）
以
上

の
水
が
流
失
。

水の一滴は生命の一滴

（
…
）
水
洗
ト
イ
レ

の
タ
ン
ク
に
レ
ン

ガ
を
・
↓
腕
ト
イ

レ
の
タ
ン
ク
に
レ

ン
ガ
を
一
個
沈
め

て
お
け
ば
、
毎
回

そ
の
体
積
分
か
節

水
で
き
未
了
。

（
…
）
洗
車
は
バ
ヶ

ツ
に
水
を
く
ん
で

・
・
・
バ
ケ
ツ
に
水
を

ホ
ー
ス
か
ら
水
を

流
し
つ
ぱ
な
し
に

し
た
場
合
に
比
べ

て
数
分
の
一
で
済

み
ま
す
。

（
…
）
漏
水
は
早
目

に
修
理
を
↓
霊

の
蛇
口
參
差
閉
め
て
も
、
水

道
メ
ー
タ
ー
の
中
に
あ
る
赤
い

星
型
の
パ
イ
ロ
＾
ト
が
回
転
し

て
い
れ
ば
、
ど
こ
か
が
漏
水
し

て
い
ま
ず
。
修
理
は
お
早
目
に

（
水
道
部
）

4
庁
舎
正
面
に
掲
げ
ら
れ
た
節
水
を
訴
え
る
大
略
垂
幕
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事故

みんなで防犯、明るい新年
年末・年始の防犯活動
12月15日（土）～１月

10日（木）
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2
2
遺
跡
を
分
か
り
や
す
く
解
説

市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
の
主
要
な
遺
跡

を
紹
介
、
解
説
し
た
冊
子
「
宇
治
の
遺
跡
」
を

発
行
。
た
だ
今
発
売
中
で
す
。
こ
の
本
は
、
市

内
二
十
二
遺
跡
に
つ
い
て
所
在
地
や
概
要
な
ど

を
解
説
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
埋
蔵
文
化
財
に

対
し
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
作
成
さ

れ
た
も
の
で
す
。
広
く
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

「宇治の遺跡」▲ただ今発売中の

こ
の
ほ
ど
奢
行
さ
れ
た
「
早
治

の
遺
跡
」
は
、
市
内
の
遺
跡
の
う

ち
特
に
二
十
二
遺
跡
奮
驚
上
げ
、

所
在
地
、
現
状
、
調
査
結
果
な
ど

遺
跡
の
概
要
忿
弥
生
時
代
、
古
墳

時
代
、
飛
鳥
・
白
鳳
時
代
、
平
安

・
鎌
倉
時
代
の
順
に
時
代
か
遣
っ

て
収
録
さ
れ
て
い
求
ｙ
。
装
丁
は

Ｂ
Ｉ
版
で
五
十
ぺ
1
ジ
。
写
真
や

図
面
を
豊
富
に
使
い
、
そ
こ
駈
か

阜
ハ
人
ま
で
広
く
利
用
で
き
る
よ

う
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
ま
ず
。
価

格
は
一
部
六
百
円
で
す
。

い
ま
市
内
に
は
、
縄
文
時
代
か

ら
江
戸
時
代
ま
で
の
お
よ
そ
七
干

五
の
遺
跡
が
確
か
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
、
菟
道
隼
上
り
で

ル
1
が
頴
哀
て
い
ま
す
・

こ
の
「
隼
上
り
瓦
窯
跡
」
は
飛
鳥
時

代
の
も
の
で
、
我
が
国
最
古
の
瓦

窯
跡
と
し
て
極
め
て
重
要
な
遺
跡

と
な
っ
て
い
未
了
。

こ
れ
ら
数
多
く
の
遺
跡
を
収
録

し
た
「
早
治
の
遺
跡
」
を
購
入
ご

希
望
り
人
は
、
社
会
教
育
課
で
お

求
め
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
郵
送
を
ご
希
望
の
人
は
、

六
百
円
と
送
料
二
百
五
十
円
奮
添

え
て
社
会
教
育
課
（
宏
指
琶
四

五
、
宇
治
市
教
育
委
員
会
内
）
ま

で
お
申
し
込
み
ぐ
だ
さ
い
。

（
社
会
教
育
課
）

お
知

ら
せ

京
都
府
交
通
遺
児

奨
学
金
の
申
請

京
都
府
交
通
遺
児
奨
裳
頁
乳

幼
児
分
）
の
申
請
が
始
ま
り
ま
ず
。

▼
対
象
：
交
通
事
故
で
親
な
ど

を
失
っ
た
乳
幼
児
（
就
学
前
）
▼

支
給
額
上
〈
千
円
（
年
額
）
▼
申

請
用
紙
・
：
交
通
労
政
課
に
あ
り
ま

す
。
▼
申
請
期
間
・
・
・
1
2
月
1
1
日
脚

’
～
2
0
ぼ
團
▼
問
い
命
り
せ
・
申
請

先
・
・
・
交
通
労
政
課
（
豊
⑩
3
1
4

1
）
へ
。
（
交
通
労
政
課
）

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

〈
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
〉

▼
と
き
・
・
・
1
2
月
1
6
9
囲
、
午
後

カラオケ騒音

防止にご協力を

7
時
～
9
時
▼
と
こ
ろ
↓
ハ
久
保

小
学
校
体
育
館
。

参
加
希
望
者
は
、
よ
§
痔
っ

て
直
接
会
場
へ
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

（
市
民
体
育
課
）

医
療
関
係
従
事
者
は

年
末
届
け
出
を

医
師
な
芦
医
療
従
事
者
の
資
格

か
痔
つ
人
は
、
十
二
月
三
十
一
日

現
在
の
就
業
の
有
無
を
二
年
毎
に

届
け
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
ず
。

届
け
出
の
対
象
は
、
医
師
、
歯

科
医
師
、
薬
剤
師
に
つ
い
て
は
有

資
格
者
全
員
、
そ
の
外
の
職
種
は

五
十
九
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在

刄
｀
業
中
の
人
だ
け
で
す
。

／＾φ：7でｊ
・づ・φてて

－？

年
末
年
始
を
迎
入
、
忘
年
会
、

新
年
会
芦
飯
酒
か
ず
る
機
会
が

増
え
て
孝
乖
ｙ
。
そ
れ
に
合
わ
せ

て
カ
ラ
オ
ケ
騒
音
の
苦
9
逼
加

し
て
茫
乎
。

飲
食
店
な
ど
で
、
営
業
に
伴
っ

て
発
牛
ず
る
カ
ラ
オ
ヶ
騒
音
な
ど

は
、
府
公
害
防
止
条
例
で
規
制
さ

れ
て
い
水
子
。
営
業
者
は
も
ち
ろ

ん
、
利
用
ず
る
人
も
騒
音
防
止
に

ご
協
力
ぐ
だ
さ
い
。
（
環
境
保
全
課
）

該
当
す
る
人
は
、
六
十
年
一
月

十
五
日
ま
で
に
も
れ
な
ぐ
届
け
出

を
済
ま
せ
て
ぐ
だ
さ
い
。

医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
と
、

京
都
市
以
外
の
市
町
村
に
就
業
地

が
あ
る
保
健
婦
、
助
産
婦
、
看
護

婦
出
、
准
看
護
婦
出
の
届
け
出
先

は
、
最
寄
り
の
保
健
所
（
早
治
保

健
所
豊
⑩
2
1
9
1
）
、
そ
れ
以

外
の
人
は
、
府
衛
生
部
医
療
課
（
豊

0
7
5
剛
9
3
9
5
）
で
す
。（

宏
裸
健
所
）

お
は
な
し
会

▼
と
き
・
・
・
1
2
月
1
2
日
Ｓ
’
2
6
日

困
、
い
ず
れ
も
午
後
3
時
～
3
時

半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
小
倉
公
民
館
（
小

倉
町
寺
内
9
1
豊
⑩
4
6
8
7
）
▼

内
容
・
：
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
、

ス
ト
ー
リ
’
・
‐
テ
リ
ン
グ
▼
お
話
し

・
・
・
絵
本
の
会
会
員
▼
対
象
・
・
・
幼
児

と
小
学
校
低
学
年
。

参
加
希
望
者
は
、
当
日
直
接
会

場
へ
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

ま
た
、
児
童
文
学
サ
ー
ク
ル
心
一

員
に
よ
る
「
吊
μ
も
の
本
に
つ
い

て
の
読
書
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
同

時
に
開
設
し
て
い
求
ｆ
ｙ
。
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
（
小
倉
公
民
館
）

営
業
の
設
備
資
金
に

環
衛
公
庫
の
融
資

環
境
衛
牛
蚕
融
公
庫
で
は
、
飲

食
・
理
容
・
美
容
・
旅
館
・
グ
リ

ー
‘
ニ
ン
グ
な
ど
の
環
境
衛
生
関
係

営
業
の
人
々
が
、
衛
生
面
の
向
上
、

経
営
の
近
代
化
を
図
る
た
め
、
店

の
新
・
増
・
改
築
や
器
具
、
備
品

の
購
入
な
ど
に
必
要
な
資
金
を
融

資
し
て
い
ま
ず
。

融
資
条
件
な
ど
詳
し
ぐ
は
、
環

境
衛
雲
巌
公
庫
業
務
部
（
豊
0

3
脚
5
4
1
6
）
、
套
陛
宇
治

保
璧
町
（
豊
⑤
2
1
9
1
）
へ
お

簡
い
ふ
昌
せ
ぐ
だ
さ
い
。

（
環
境
衛
牛
金
融
公
庫
）

入
学
金
・
授
業
料
な
ど
に

財
形
の
進
学
融
資

財
形
進
学
融
資
と
は
、
進
学
ず

る
た
め
に
必
要
な
資
金
を
お
貸
し

す
る
公
的
融
資
制
度
で
す
。

▼
融
資
対
象
者
・
・
・
財
形
貯
蓄
を

し
て
い
る
勤
労
者
ま
た
は
、
財
形

貯
蓄
を
し
て
い
る
動
労
者
に
進
学

融
資
の
貸
し
付
け
牽
ず
る
事
業
主

暮
ら
し
の
資
金
年
末
貸
し
付
け

1
2
月
1
1
日
か
ら
受
け
付
け

缶
沓
迦
え
、
牛
活
に
お
困
り

の
世
帯
に
暮
β
し
の
資
金
年
末
貸

し
付
け
を
し
柔
す
。

▼
貸
付
金
額
…
（
年
間
）
十
万
円

以
内
（
夏
と
年
末
を
台
わ
せ
て
）
。

▼
貸
Ｌ
付
け
条
件
・
・
・
無
利
子
、
無

担
保
。
返
済
は
4
ヵ
月
据
え
置

い
た
の
ち
2
0
ヵ
月
以
内
で
月
賦

返
済
。

▼
貸
し
付
け
対
象
・
・
・
牛
活
保
護
基

準
の
Ｉ
・
五
倍
以
内
の
収
入
で

冬
期
ボ
ー
ナ
ス
の
無
い
世
帯
。

年
の
瀬
も
押
し
つ
ま
り
慌
た

だ
し
さ
が
増
し
て
き
ま
し
た
。

本
格
的
な
寒
さ
の
訪
れ
や
迎

春
の
準
備
に
と
、
こ
れ
か
ら
は

火
気
を
多
く
使
用
ず
る
機
会
が

多
く
な
り
ま
ｙ
。

缶
束
年
始
は
一
般
的
に
、
注

お
よ
び
事
業
主
団
体
▼
貸
付
金
額

・
・
・
財
形
貯
蓄
残
高
の
3
倍
（
最
高

三
百
万
円
ま
で
）
▼
利
率
・
・
・
年
8
・

8
2
町
（
6
0
年
1
月
1
日
か
ら
は

8
・
4
3
Ｕ
）
▼
申
し
込
み
・
・
・
金

融
機
関
の
財
形
進
学
融
資
業
務
取

扱
店
の
窓
口
へ
▼
問
い
合
わ
せ
・
：

雇
用
促
進
事
業
団
大
阪
支
部
（
豊

0
6
励
7
6
9
5
）
ミ

（
雇
用
促
進
事
業
団
大
阪
支
部
）

な
お
、
牛
活
保
護
世
帯
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
既
に

こ
の
資
金
の
貸
し
付
け
か
受
け

て
い
る
世
帯
は
、
貸
付
金
の
半

額
以
上
か
返
済
し
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
・
・
地
区
担
当
の
民
生

委
員
さ
ん
に
ご
相
談
の
上
、
申

込
書
と
住
民
票
（
謄
本
）
忿
添

え
て
、
ｐ
一
月
Ｈ
日
叫
か
ら
1
9
日

困
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
心
一
へ
。

（
襲
福
祉
協
議
公
一
）

意
力
が
散
慢
に
な
肥
黛
に
対

し
て
公
晟
心
が
低
下
し
津
す
。

消
防
本
部
で
ぱ
、
十
二
月
二

十
日
か
ら
「
無
火
災
で
過
ご
そ

之
東
年
始
い
を
ス
ロ
ー
ガ
ｙ

と
し
て
特
別
に
火
災
予
防
運
動

を
実
騨
ｙ
ヂ
。

無火災で過ごそう

年末年始

譲りたいもの…ほしいもの

不用品

情報センターへ

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
自
ら
防

火
意
識
を
高
め
、
火
災
で
人
命

や
財
産
を
Ｊ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
な
い
よ
う
防
火

に
一
層
努
め
ま
し
ょ
う
。

こ
の
機
会
に
、
ご
家
庭
の
防

火
対
策
ｍ
・
＼
度
お
確
め
ぐ
だ

さ
い
。

〈
暖
房
器
具
な
ど
の
防
火
四
チ

ェ
ッ
ク
の
実
践
〉

①
場
所
は
危
険
で
な
い
か
。

―
近
く
に
力
・
‐
テ
ン
や
燃
え

や
す
い
物
が
な
い
か
Ｉ

②
器
具
は
安
全
か
。

③
使
い
方
は
正
し
い
か
。

－
説
明
書
ど
お
り
正
1
こ
使

っ
て
い
る
か
Ｉ

④
後
始
末
は
完
全
か
。

－
外
出
前
、
就
寝
前
は
特
に

し
っ
か
び
火
の
元
点
検
―

〈
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
放
置
し
な
い
〉

－
放
流
魔
に
員
Ｋ
や
す
い

ゴ
ミ
な
ど
は
、
外
へ
置
か
な

い
Ｉ

〈
子
ど
も
の
火
遊
び
防
止
ｙ

－
火
遊
び
の
年
齢
は
六
～
九

歳
。
う
ち
の
子
は
大
丈
夫
だ

か
ら
と
安
心
し
な
い
で
Ｉ

（
早
治
市
消
防
本
部
）

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
家
庭
に

放
置
さ
れ
て
い
る
不
用
品
を
有

効
に
活
用
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、

不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー
を
開
い

て
い
ま
ず
。
今
回
の
登
録
期
間

墜
八
十
年
二
月
二
十
八
日
ま
で

で
す
。品

惣
逗
辰
ま
た
は
希
望
ず

る
人
は
、
電
話
、
は
が
き
ま
た

は
来
庁
で
、
不
用
品
情
報
セ
ン

タ
ー
（
〒
6
1
1
宇
治
琵
琶
3
3
、
宇

治
市
商
工
観
光
課
消
費
牛
活
係
、

豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
お
申
し
込

み
ぐ
だ
さ
い
。

《
譲
っ
て
ｙ
だ
さ
い
〉

ス
千
‐
セ
″
ト
、
湯
沸
か
し

器
、
電
気
オ
ル
ガ
ン
、
二
段
べ

″
ド
、
じ
ゅ
ラ
た
ん
’
Ｎ
Ａ
Ｗ
）

用
目
転
車
、
掃
除
機
。

《
譲
り
ま
ず
》

電
気
あ
ん
ま
機
、
ベ
ビ
ー
カ

ー
、
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク
、
歩
行
器
。

（
商
工
観
光
課
）

398

大
都
市
と
地
方
都
市

普
及
に
格
差

全
国
の
市
町
村
三
千
二
百
五

土
ハ
の
う
ち
公
共
下
水
道
を
運

営
し
て
い
る
の
は
、
昭
和
五
十

八
年
三
月
末
で
一
四
Ｕ
に
当
た

る
四
百
四
十
四
市
町
村
と
な
っ

て
い
‘
’
ヂ
。
ま
た
、
都
市
別
の

普
及
率
か
見
る
と
東
京
都
や
大

阪
市
な
ど
の
十
一
大
都
市
で
は

七
七
訂
で
あ
る
の
に
対
し
、
そ

の
他
の
市
町
村
で
は
二
二
Ｕ
と
、

大
都
市
と
地
方
都
市
と
の
格
差

が
非
常
に
大
き
い
こ
と
が
分
か

な
手
。

下
水
道
の
建
設
は
、
国
が
三

十
八
年
度
か
ら
五
ヵ
年
計
画
で

順
か
遣
っ
て
推
進
。
現
在
は
、

五
土
八
年
度
か
ら
の
第
五
次
下

水
道
五
ヵ
年
計
画
が
進
め
ら
れ

体
で
、
多
大
な
資
金
の
財
源
は

①
国
か
ら
の
補
助
金
②
国
な
ど

か
ら
の
借
ぴ
入
れ
金
（
地
方
債
）

③
地
域
住
民
か
ら
の
税
金
④
受

益
者
負
担
金
な
ど
に
よ
り
賄
い

孚
。①

の
国
か
ら
の
補
助
金
の
率

は
、
対
象
施
設
に
よ
り
異
な
り

整
備
さ
れ
る
こ
と
で
利
益
を
受

け
る
土
地
の
所
有
者
に
も
建
設

費
の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
ず
。

Ｊ
｛
6
に
下
水
道
使
用
開
始
後

は
、
処
理
場
や
下
水
道
管
な
ど

の
維
持
管
理
費
歩
莉
用
者
に
下

水
道
使
用
料
と
し
て
負
担
し
て

第
5
次
下
水
道
5
ヵ
年
計
画

普
及
率
4
4
パ
ー
セ
ン
ト
を
目
標

て
い
未
了
。
総
投
資
額
十
一
兆

八
千
億
円
欠
群
上
、
六
十
一
年

三
月
に
は
普
及
率
四
四
Ｕ
鷺
日

標
に
し
て
い
未
了
。

資
金
の
大
半
は

補
助
金
と
地
方
債

建
設
の
主
体
は
、
都
道
府
県

や
市
町
村
な
ど
の
地
方
公
共
団

ま
す
が
下
水
道
全
体
で
は
四
〇

町
程
度
と
な
っ
て
い
ま
ず
。
②

の
地
方
債
は
、
全
体
の
五
〇
訂

敬
上
回
つ
て
い
ま
ず
。
建
設
資

金
の
大
半
は
こ
れ
ら
で
賄
わ
れ

未
了
。
ま
た
、
公
平
性
を
図
る

た
め
に
、
③
で
は
施
設
か
莉
用

す
る
後
の
世
代
に
も
負
担
し
て

い
た
だ
き
、
④
で
は
下
水
道
が

い
た
’
Ｖ
ｙ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

◇

我
が
国
は
、
Ｇ
Ｎ
Ｐ
（
国
民

総
生
産
）
世
界
第
二
位
と
欧
米

先
進
国
と
肩
変
哉
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。
1
が
し
、
日
常

牛
活
の
基
盤
と
な
る
公
共
施
設

の
整
備
は
、
ま
だ
ま
だ
立
ち
遅

｀
1
1
1
－
1
1
1
1
1
1
－
－
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
Ｍ

一
｀

－ ミ ミ ミ一 ミ ミ ー・ － － ・ － Ｗ －・ ・ ・ ・ － ・ Ｗ － ・－ － － － － － － － ・ ・

・
下
水
道
事
業
の
推
一

進
で
快
適
な
暮
ら
一

し
を

八

心
余

－ ・ － Ｗ

ｙ

余心

゛｀
―
自
―
‐
自
Ｉ
Ｉ
－
－
―
‐
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
－
－

・ ・ － ・ ・ － － ・ ■ ■ － －・ ・ ・ ・

れ
て
い
ホ
チ
。
例
え
ば
、
欧
米

先
進
国
で
は
、
下
水
道
の
普
及

率
が
早
く
か
ら
ぶ
Ｙ
八
〇
町

に
達
し
て
い
る
の
に
対
し
、
日

太
石
ほ
、
三
三
町
（
五
十
八
年

三
月
末
現
在
）
程
度
に
と
ど
ま

っ
て
い
卓
子
。

国
や
地
方
公
共
団
体
で
は
、

住
民
の
快
適
な
牛
活
環
境
を
つ

く
る
た
め
、
積
極
的
な
下
水
道

事
業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

卓
子
。
（
下
水
道
課
）

。，＝1ｊＪ二り＝ヅ゛，＝＝

万言

ＩＪＩ

往診言ｊｉｊＦ；ｊｉＦｆ泳7ｉ呼Ｊ’Ｆｆ？ｌｆＦ，ｆ？ＦｊｊｆＪｆ；ｊ

レｆ＾：＾ぷ：二…

…ｉｌ゛ぽヤケワザｊｌｌザ｜ｌｊ二ＵｊワＦｊ7；
7

ｙｌｊ

ｊ

に

，ｙｊｊｌｊ

］ｊｙ］ｊＪ1］ＫＴＩ°ダ．……………ｉ…………％］］：］ｊｊｌ］｜レ7ププｊスニニフしう11ヅ11万，

］ｌｊｊクシャン

湊回7

ｊｉ。゛ｊ

Ｅｌｉスム……プ゜｜プ↑

］

｜ｌｊｌＪＩＪｉｌ2ｊｙｌ゛ｊ7

ＪＪｆ

］1ヤｊｌｙ］ゴレ＝ｊｌｌ＝：ｊ万ＪｊｌｙＪ卜ｊｌｙｊｌｊＵスｊヨ

…

……

……

……≫

’1

ザｊｌ
ダ

ｌｊズｊ1万尚宍ｙ゛゜

ムｌｊｊム］ｌｊｊ1ＶｊＪｊ回……］ｊｌＪｊスｌｊツ……，

ｊシ1：1］ｊ

Ｊ

ン

，≪Ｋ．・

ダｊミ］］クｙミシｙ］ＪｊｌｙｊＬニ］ノ

コｊ

白］ｌｊｊｌコｊゾＪＪ言ｊｙｌ＝ｊｊｌｌｌｙプ享ｊｊｌＪ……ｊ三午］ｌｊｊｊ万万……Ｊｊ］ｊレ………

ブニｙｙ：゛ニニ19プ………：ｊ：……゜ｙＬｊ］万宍＾朧ｊ……］Ｆ＝ゾｆプ゛ヤニサｙソｊｊ万万ｊｊ

暮らしと下水道

（加

匙

宇
治
の
遺
跡
を
発
行

．．．．．．．．．－一・一．．．．．．．．．．．ｊ．．．．．．．．．・一一・一．－・．．．．．．．．．．・・－－－－－－一一－．－－．．．．・一

｜パ

｜よいス1

ｙ

爾

エ

、ヽ）■：腎

｀弓い

）

ｌｉ＼ｚ

シロ≒画≠抑賃

ｌまや：

｜ｙ・しす｜

｜

………………………………………………………………

｜

－

－

－

ｆ

－

｜

｜

＝＝7〃－＝＝＝＝¶■

下水道計画と財源

万
全
で
す
か
防
火
へ
の
心
配
り


	page1
	page2

